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こんにちは、院長の堀内晃です。

さて、今月のお題は「入れ歯」についてです。

通常、みなさんが使っておられる入れ歯ですが、よく「痛くて咬めない」ということを言わ

れることが多くありませんか？

どうしてでしょうね。こんなにたくさんの歯科があって、どこの先生も勉強しておられるは

ず、、、なのに合わない。

なぜ合わないのか、それはもともとの歯並びと顎の位置

があっていなかったこと、そして歯の形に行きつくよう

です。

歯並びが悪ければ、咀嚼の効率が悪いということは、以

前も当院の新聞で書いていたと思いますが、要するに強

い力を加えないと咬めないということですね。あるいは、

咬まないで流し込んでいるということです。だから歯を

失くすことになったとも言えますね。

顎の位置については、入れ歯をちゃんと作るほど、筋肉

の反射で正常な位置に顎がずれようとします。そうする

とせっかく作ってもらった上下の歯の山と谷がずれま

す。結果として山と山で無理やり咬むことになりますね。

これも咀嚼効率の悪い状態になるわけです。

最後に歯の形ですが、入れ歯になると自分の歯とは違い

ますので、咬む力は５分の 1 程度までの力でしか咬め

ないそうです。

ということで、より顎運動の軌跡と食べ物の流れを考え

た形の歯が必要になるということなんですね。無理な入

れ歯で咬むことで歯ぐきはどんどんやせてしまい、どん

どん入れ歯は合わなくなり、どれだけ辛抱して入れてい

てもやっぱり合わない入れ歯なわけですね。

よく咬める入れ歯で咬むことは生活の質の向上につ

ながります。どういう入れ歯、どういう治療を選択

するかでその後の人生って変わるんですよ。
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